
特定行為研修の意義とこれから

恵寿総合病院 鎌田 徹

令和4年度石川県特定行為研修普及啓発事業研修

在宅医療研修会
「在宅医療のさらなる広がりを目指して」



・厚労省の考え方

・当院の現状と意義

・日本看護協会の考え方

・在宅医療に向けて

恵寿総合病院

Keiju Medical center

本日の内容

看護師特定行為研修制度については立場によって考え方が多少異なる



在宅医療の担い手育成





1. 受講に係る負担感
1）金銭的
2）仕事や家庭の両立
3）同僚の負担増

2. 研修者は40代以上が多く、若い方が少ない

3. 特定行為実施が少ない
理由：周知不足・自ら手順書作成・症例少ない

医師/同僚/上司の理解不足

4. 小規模の医療機関での修了者が少ない
訪問看護ステーション等

資料を抜粋



施策



施策
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1. 金沢医科大学
2. 公立能登総合病院
3. 小松市民病院
4. 公立松任石川中央病院
5. 芳珠記念病院
6. 恵寿総合病院

恵寿総合病院

Keiju Medical center

県内の指定研修医療機関



研修機関：12か月
開講時期：10月
研修スケジュール：

共通科目：6か月間、全てe-ラーニングで受講可能 ※別途登校日あり
区分科目：6か月間、全てe-ラーニングで受講可能 ※別途登校日あり

実習場所は一部、受講者が勤務する施設で可能
募集人数：10名
一般公募：あり
受講資格：看護師経験年数 5年以上（所属長の推薦必要）
選考方法：選考時期は9月、書類審査
受講料：42万+区分1科目毎に３~5万、奨学金制度あり

受講可能特定行為区分：9区分1パッケージ
1.呼吸器（気道確保に係るもの）関連
2.呼吸器（人工呼吸療法に係るもの）関連
3.呼吸器（長期呼吸療法に係るもの）関連
8.ろう孔管理関連

11.創傷管理関連
13.動脈血液ガス分析関連
15.栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連
17.血糖コントロールに係る薬剤投与関連
19.循環動態に係る薬剤投与関連
受講可能パッケージ研修：

在宅・慢性期領域

当院の研修概要

①呼吸器（長期呼吸療法）
②瘻孔管理
③創傷管理
④栄養水分管理

恵寿総合病院

Keiju Medical center

2022/10時点 研修修了者数：37名



合計介入件数 468件
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持続点滴中の高カロリー輸液の投与量の調整

創傷に対する陰圧閉鎖療法

気管カニューレの交換

硬膜外カテーテルによる鎮痛剤の投与及び投与量の…

脱水症状に対する輸液による補正

人工呼吸器からの離脱

非侵襲的陽圧換気の設定の変更

侵襲的陽圧換気の設定の変更

褥じょく瘡そう又は慢性創傷の治療における血流の…

インスリンの投与量の調整

経口用気管チューブ又は経鼻用気管チューブの位置…

直接動脈穿刺法による採血

2021年度 特定行為別介入件数
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当院では、在宅での特定行為による在宅医療への直接的な貢献は少ない。



当院での特定行為研修の意義について

〇 研修：自己啓発

・知識・スキルアップ
フィジカルアセスメント、ディスカッション、コミュニケーション能力向上

※全看護師の研修が理想（継続教育の1貫）

・知る喜びを味わえる
※これまでの医療行為を理論（エビデンス）的に再認識。納得感。

〇 特定行為：働き甲斐（≒感謝される）

・医師からのタスクシフト

・タイムリーな医療提供

・特定行為が必要となる状況に陥らないようにしようと考える

恵寿総合病院

Keiju Medical center



〇 研修自体の価値観向上：
・フィードバック（組織・管理者）が必要

内容：意義や役割・活動方法・看護観・看護実践の質変化

・認知度向上（≒良好な医師との関係構築）

・受講者確保

〇 修了者のスキル維持：
・フォローアップ研修

〇 効率的な研修体制の整備（指定研修機関確保）
・e-learning etc.

当院での特定行為研修の課題について

恵寿総合病院

Keiju Medical center
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https://www.nurse.or.jp/nursing/tokutei_katsuyo/index.html

“在宅医療“ に言及なし

①

②



① 少子超高齢社会のニーズに応える

・入院⇒在宅医療へシフト

・医師を介さず、看護師単独で対応する等

看護師一人当たりが対応する患者の数を増やしてほしい

（少ない生産年齢人口で、増加する要医療者を支える）

恵寿総合病院

Keiju Medical center



② 質の高い医療・看護を効率的に提供する

・質の向上が主たる目的ではない

・知識・技術（スキル）習得
⇒一人で判断
⇒一人で看護実践

（質を落とさず、効率重視）
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・在宅と入院医療は患者がいる場所の違いだけで、医療の本質的は変わらない。
・また看護師全体に持続可能な働き方、働き甲斐のある看護業務が求められる。



DX・タスクシフト

意識改革

就業継続が可能な看護職の働き方の提案



恵寿総合病院

Keiju Medical center

オンライン診療

訪問診療：D to P with N
訪問看護：N to P

糖尿病患者：クラウド型血糖測定（リブレビュー）

訪問看護師 院内医師

看護業務効率化の手段の一つとしてのDX
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医師を介さないAI診断にて看護実践可能

モバイル（スマホ）利用

電子カルテ入力・参照、音声入力

看護業務効率化の手段の一つとしてのDX

画像診断支援AI



恵寿総合病院

Keiju Medical center

アシストクルー
2022年2月～

救急救命士
2021年～

2022年3月

ジョブ型職員

• 送迎
• 薬剤管理
• 入浴
• 環境整備

・自院救急車搬送
・救急部業務

タスクシフト



恵寿総合病院

Keiju Medical center

RPA
Robotic Process Automation 事務作業の業務自動化
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///
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24時間365日
稼働

難しいプログラミング
不要

ヒューマンエラー・
文句無し

DX+タスクシフト
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看護師スクラブ2色制
2021年~

目的：定時終了の意識付け

意識改革

申し送り廃止

ホワイト色

バーガンディ色日勤帯の勤務者は、

夜勤帯の勤務者は、



まとめ
-在宅医療に向けて-

恵寿総合病院

Keiju Medical center

・知識・スキル向上
ex. 特定行為研修制度

・業務改善推進(生産性向上)
ex. DX・タスクシフト・意識改革

+

当院では、特定行為による在宅医療への直接的な貢献はまだ少ないが、

上記が、今後の在宅医療のみならず、医療全体にとって必要なことと考えます。



ご清聴ありがとうございました。

恵寿総合病院 看護師特定行為研修センター長
鎌田 徹

令和4年度特定行為研修普及啓発事業研修

特定行為研修が在宅医療の発展に繋がることを期待しています。


